
計画名 提出機関名

1 南三陸海岸流域水循環計画 宮城県

2 阿武隈川流域水循環計画 宮城県

3 にかほ市水循環基本計画 にかほ市

4 第2次高砂市環境基本計画改訂版の一部 高砂市

5 「水との共生」プラン 福島県

6 印旛沼流域水循環健全化計画・第3期行動計画 千葉県

7 安曇野市水環境基本計画・同行動計画 安曇野市

今回公表する「流域水循環計画」

添付資料１



計画対象地域（南三陸海岸流域（2市2町））

計画名 南三陸海岸流域水循環計画（R4.3策定）

提出機関名 宮城県 対象
地域

南三陸海岸流域
（2市2町）

メイン課題 水質改善、湧水保全、地下水、貯留・涵養、水インフラ、水
環境（水量）、治水、生態系

計画概要
南三陸海岸流域の水循環の現状把握等により見出された課題に対し、解
決・改善を図るための具体的な対応・取組を示すもの。山間部、農村部、
都市郊外部、都市部、海岸部それぞれの地域の取組の連携や新たな施策
を講じることにより健全な水循環の維持・回復を図る。

計画の特徴
「みんなでつなぐいのちの水～守り、育て、未来へ～」を基本理念に、
流域が一体となり総合的な取組を推進。健全な水循環を構成する「清ら
かな流れ」、「豊かな流れ」、「安全な流れ」、「豊かな生態系」とい
う４つの要素ごとに将来像を設定し、取組を推進。

【実施体制】 流域水循環計画推進会議

地方
公共
団体

都道府県 〇
政令指定都市 -

市区町村 〇
国の地方支分部局 〇

有識者 〇
事業者 〇

団体（NPOなど） 〇
住民 〇

その他（ ） - 1

【新規】「南三陸海岸流域水循環計画」の概要

○取組の進行管理
管理指標値等の状況を確

認するとともに、「流域水
循環計画推進会議」で報告
された活動内容、課題、対
応方策等をとりまとめるこ
とにより進行管理。

これらを踏まえ、取組、
連携のあり方等を立案し、
PDCAサイクルにより取組を
発展。

○南三陸海岸流域の課題と具体的な取組
南三陸海岸流域の課題 具体的取組 流域管理指標

清らかな流れ
○海域の水質改善・維持
○地球温暖化に伴う水温上昇が水質に与える影
響

○森林の整備と管理による水質浄化機能向上
○生活排水処理施設整備による流入負荷量の削減
○持続可能なみやぎの漁場環境づくり
推進事業による水質等調査

○水質（海域COD，全窒素，全燐）
〇透明度（透視度）・水温・DO
○汚水処理人口普及率

豊かな流れ
○渇水時の水利用調整
○大規模開発による水循環への影響

○渇水情報連絡会等での情報の共有
○みやぎe 行動(eco do!)宣言に基づく節水の実践
○自然環境や景観の保全等に関わる関連法令に基づ
く規制・指導の徹底，協定などの締結

○渇水流量
○森林面積

安全な流れ
○洪水や土砂災害の頻発化，激甚化
○洪水時の防災体制の強化

○避難確保計画作成・避難訓練の促進
○河川情報システムによる情報提供

○避難確保計画作成率

〇藻場の再生・保全 ○宮城県藻場ビジョンに基づく，磯焼け対策等 ○藻場の被度

○気候変動等に伴う生態系の変化 ○生態系に係るモニタリングやデータの収集
○漁獲量
○水生生物調査参加者数

○プラスチックによる海洋汚染問題 ○スマイルサポーターによる美化活動等の推進 ○スマイルサポーター認定数

豊かな生態系



計画対象地域（阿武隈川流域（3市8町））

計画名 阿武隈川流域水循環計画（R4.3策定）

提出機関名 宮城県 対象
地域

阿武隈川流域
（3市8町）

メイン課題 水質改善、湧水保全、地下水、貯留・涵養、水インフラ、水
環境（水量）、治水、生態系

計画概要
阿武隈川流域の水循環の現状把握等により見出された課題に対し、解
決・改善を図るための具体的な対応・取組を示すもの。山間部、農村部、
都市郊外部、都市部、海岸部それぞれの地域の取組の連携や新たな施策
を講じることにより健全な水循環の維持・回復を図る。

計画の特徴
「みんなでつなぐいのちの水～守り、育て、未来へ～」を基本理念に、
流域が一体となり総合的な取組を推進。健全な水循環を構成する「清ら
かな流れ」、「豊かな流れ」、「安全な流れ」、「豊かな生態系」とい
う４つの要素ごとに将来像を設定し、取組を推進。

【実施体制】 流域水循環計画推進会議

地方
公共
団体

都道府県 〇
政令指定都市 -

市区町村 〇
国の地方支分部局 〇

有識者 〇
事業者 〇

団体（NPOなど） 〇
住民 〇

その他（ ） - 2

【新規】「阿武隈川流域水循環計画」の概要

○取組の進行管理
管理指標値等の状況を確

認するとともに、「流域水
循環計画推進会議」で報告
された活動内容、課題、対
応方策等をとりまとめるこ
とにより進行管理。

これらを踏まえ、取組、
連携のあり方等を立案し、
PDCAサイクルにより取組を
発展。

○阿武隈川流域の課題と具体的な取組
阿武隈川流域の課題 具体的取組 流域管理指標

清らかな流れ
○海域の水質改善・維持
○地球温暖化に伴う水温上昇が水質に与える影
響

○森林の整備と管理による水質浄化機能向上
○多面的機能支払交付金の活動に取り組む地域の水
環境保全活動
○環境保全型農業の推進

○水質（海域COD，全窒素，全燐）
〇透明度（透視度）・水温・DO
○汚水処理人口普及率

豊かな流れ
○渇水時の水利用調整
○大規模開発による水循環への影響

○渇水情報連絡会等での情報の共有
○みやぎe 行動(eco do!)宣言に基づく節水の実践
○自然環境や景観の保全等に関わる関連法令に基づ
く規制・指導の徹底，協定などの締結

○渇水流量
○森林面積

安全な流れ
○洪水や土砂災害の頻発化，激甚化
○洪水時の防災体制の強化

○避難確保計画作成・避難訓練の促進
○河川情報システムによる情報提供

○避難確保計画作成率

○水生生物の生息環境の保全
○水環境保全の普及啓発
○水生生物調査

○白鳥飛来数
○水生生物調査参加者数
○流域活動団体支援事業の実施状況

○プラスチックによる海洋汚染問題 ○スマイルサポーターによる美化活動等の推進 ○スマイルサポーター認定数

豊かな生態系



計画対象地域（にかほ市全域））

計画名 にかほ市水循環基本計画（R4.3策定）

提出機関名 にかほ市 対象地域 にかほ市全域
メイン課題 水利用、地域振興、教育・普及啓発、人材育成

計画概要
水循環に関する実態を整理し、健全な水循環の維持・保全の観点からにか
ほ市が目指す基本理念や将来像を示し、これにより水資源の保全や市の発
展に資する施策の推進等を図ることを目的としたもの。

計画の特徴

学生が提案した「にかほモデル」をもとに、「水循環を生かした躍動する
にかほ市を想像する」を基本理念、「新しい地場産業の創出 観光収入増！
地元経済が活性化！」、「田園都市としての世界モデルへ！ SDGs を目指
した世界の「 Nikaho 」」、「新たな交流の場！ 活気・にぎわいが生まれ、
もっと安心して過ごせる市に！」を将来像に設定。「市の魅力を市の内外
へ発信」、「排水から生まれる資源の有効利用」、「水との共生から生ま
れる新たな付加価値」を基本方針として取組を推進。

【実施体制】 庁内各課によるプロジェクトチーム（計画策定主体）

地方
公共
団体

都道府県 -
政令指定都市 -

市区町村 〇
国の地方支分部局 -

有識者 〇
事業者 〇

団体（NPOなど） -
住民 〇

その他（大学、高校） 〇 3

【新規】「にかほ市水循環基本計画」の概要

○取組の進行管理
KPI（重要業績評価指標）を基に進捗管理。

５年に１度程度計画の見直し。

〇施策の体系
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特産品のブランド化等に取り組む
民間活動の支援件数

1 件 3 ⑤

勉強会参加者数 53 人 300 ③⑥

ワーケーション利用企業数 0 社 13 ②

高大連携事業参加生徒数 30 人 100 ④

PR事業連携者数 0 者 10 ①⑤

観光入込数 2,300 千人 14,500 ①②③⑤

施策コンセプト

「関係人口」との連携による
新たな地域問題解決の取組件数

2 件 6 ①②⑥

KPI
現状
（R3）

単位
R4～R8の

目標



計画対象地域（高砂市全域）

計画名 第2次高砂市環境基本計画 改訂版の一部（R4.3策定）

提出機関名 高砂市 対象
地域 高砂市全域

メイン課題 水質改善、貯留・涵養、水インフラ、治水、水辺空間、教育・普
及啓発

計画概要

「自然・まち・ひとが共生する 高砂～水と緑が将来に続く～」を基本理念、
美しく快適に暮らせる「生活環境」、水と緑の恵みに感謝し、人と自然が共
生する「自然環境」、持続可能な脱炭素社会をつくる「地球環境」、学びを
通じ、環境行動力を育む「環境学習」の４つを基本目標に、身近にある水と
緑を健全に保ち、将来世代に引き継ぐことを取組の主軸とするもの。

計画の特徴
都市化が進展している中で、水質の保全・改善、生物生息環境の保全、河
川・ため池等の水環境の維持管理の推進、湧水等の水源の確保を図り、健全
な循環の維持・回復に取り組むもの。

【実施体制】 高砂市環境審議会（計画策定主体）

地方
公共
団体

都道府県 〇
政令指定都市 -

市区町村 〇
国の地方支分部局 -

有識者 〇
事業者 〇

団体（NPOなど） -
住民 〇

その他（ ） - 4

【新規】「第2次高砂市環境基本計画改訂版」の一部の概要

○計画の推進体制
計画の実現のため、市民、事業者、市はそれぞれの責務を明らかにし、

それぞれができることを積極的に持ち寄り、支え合い、良好な関係を築く。

○施策の体系 ○施策の方向性

水と緑の保全

事業における環境保全活動

学校等での学習

環境理解の推進

【生活環境】
美しく、快適に暮らせる
まちにします

【自然環境】
水と緑の恵みに感謝し、
人と自然が共生します

【地球環境】
持続可能な脱炭素社会を
つくります

【環境学習】
学びを通じ、環境行動力を
育みます

地域環境の保全

環境の監視と情報発信

景観の保全

ごみが落ちていないまち

水質汚濁の防止

廃棄物の減量と再資源化

気候変動への適応

健全な水循環の保全

公園や緑地の管理

生物多様性保全

再生可能エネルギーの導入促進

省エネルギー行動の促進

脱炭素型まちづくりの推進

基本

理念
基本目標 施策の方向性

自
然
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ち
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【改定】「水との共生プラン」の概要（H28年度 確認・公表）

計画対象地域（福島県全域）

計画名 水との共生プラン（H18.7策定、R4.4更新）

提出機関名 福島県 対象地域 福島県全域

メイン課題 水質改善、水利用、貯留・涵養、治水、水辺空間、水文化、
教育・普及啓発

計画概要
水の恩恵や水に対する畏怖を含め、水と人との関係を再認識し、良好な
関係を 築いて いくため、産学民官の参加と連携の下、総合的・重点的
に実施していく施策の方向を示すもの。

計画の特徴

「水にふれ、水に学び、水とともに生きる～連携による、流域の健全な
水循環の継承～」を理念、「清らかな水が巡り、多様な生きものを育む
緑豊かな水辺に子どもも大人も遊ぶ源流県・ふくしま」を将来像に、
「水と人とのかかわりの再構築」、「流域を単位とした施策の総合的な
展開」、「水管理体制の確立」を三つの柱として取組を展開。

【実施体制】 福島県水循環協議会

地方
公共
団体

都道府県 〇

政令指定都市 -

市区町村 〇

国の地方支分部局 ○

有識者 〇

事業者 〇

団体（NPOなど） 〇

住民 〇

その他（ ） -

【改定内容】平成18年の計画策定後に新たに生じた「頻発化・激甚化する自然災害」、「東日本大震災及び原子力災害」、「新型コロナ
ウィルス感染症」を課題として追加し、流域治水、放射性物質対策等を実施。

○計画の推進
計画を推進す

るため、普及啓
発、他の関係計
画との連携、多
様な主体との連
携図るとともに、
モニタリングを
行うことにより
計画の進行管理
を実施。

○施策の体系
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【3】 森林や 農地の保全・整備の推進

【4】 水源や地下水保全対策の推進

【5】 水の有効利用の推進

【6】 生活排水や工場排水対策などの推進

【7】 環境に配慮した農業の推進

【8】 身近に親しめる水辺づくりの推進

【9】 生態系に配慮した水辺づくりの推進

【10】 河川整備と一体となった流出抑制対策の推進

【11】 地域で取り組む減災対策の促進

【12】 緊急時の円滑な水融通の仕組みづくりの推進

【13】 水を生かした産業などの促進

流
域
を
単
位
と
し
た
施
策
の
総
合
的
な
展
開

水を育む

水を大切に使う

水をきれいにする

水辺を豊かにする

災害に備える

水を地域で生かす

【14】流域単位の水管理体制の構築
水を

担う

水管理

体制の

確立

【1】水にふれ、水に学ぶ仕組みづくりの推進

【2】連携・交流の促進

水と人との

関わりの

再構築

水との

かかわりを

深める



【改定】「印旛沼流域水循環健全化計画・第3期行動計画」の概要（H28年度 確認・公表）

計画対象地域（印旛沼流域）

計画名 印旛沼流域水循環健全化計画・第3期行動計画
（健全化計画：H22.1策定、第3期行動計画R4.3策定）

提出機関名 千葉県 対象地域 印旛沼流域

メイン課題 水質改善、貯留・涵養、治水、生態系、水辺空間、教育・普及啓発

計画概要
都市化等に伴う影響により発生した水質、治水等の課題を解決するため、
流域に関係するあらゆる主体が、様々な取組を協働・連携して進めること
で、治水・利水・環境が適切なバランスを保つ状態を保全・再生すること
を目指すもの。

計画の特徴
「恵みの沼をふたたび」を基本理念、「良質な飲み水の源印旛沼・流域」、
「遊び、泳げる印旛沼・流域」、「ふるさとの生き物はぐくむ印旛沼・流
域」、「水害に強い印旛沼・流域」、「人が集い人と共生する印旛沼・流
域」を目標に、目標達成のため「印旛沼方式」を行動原則として取り組む。

【実施体制】 印旛沼流域水循環健全化会議

地方
公共
団体

都道府県 〇
政令指定都市 〇

市区町村 〇
国の地方支分部局 ○

有識者 〇
事業者 〇

団体（NPOなど） 〇
住民 〇

その他（ ） -

【改定内容】印旛沼流域において令和元年10月に浸水被害が発生したこと、流域治水関連法が公布されたこと等を踏まえ、流域治水を駆
動力に健全な水循環の維持・回復のための取組を実施。

○計画の進行管理○取組の体系
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○取組の体制

・

・

・

・

・

公表
（PUBLICATION）

毎年委員会に報告する目標達成状況、取組進捗
状況等を年次報告書等としてとりまとめ、WEB サ
イト（いんばぬま情報広場）等により公表します。

また、それに応じた指標の見直しも必要に応じて
行います。

委員会からの評価と助言を次年度の取組に活か
します。

・

確認
（CHECK）

目標達成状況、取組進捗状況は、それぞれを評
価するために設定する指標により毎年度確認し、
健全化会議委員会（以下、「委員会」という。）で共
有します。

推進対策は、部会等により毎年総括を行い、委員
会に報告し、助言と評価を受けます。

見直し
（ACTION）

目標達成状況、取組進捗状況や社会情勢の変化
に応じて、柔軟に各施策や対策群を見直します。

計画策定
（PLAN）

・ 第３期行動計画を策定します。

取組の実行
（DO）

・ 計画に基づき、取組を実行します。

※ 里山グリーンインフラネットワーク等

※ 印旛沼流域圏交流会

環境パートナーシップちば

NPOいんば

まるごと印旛沼

印旛沼探検隊

（株）みなも　　　等

連携

印旛沼流域水循環健全化会議

行
政
部
会

（
横
断
的
取
組

）

流
域
治
水
部
会

水
辺
活
用
・
連
携
部
会

水
環
境
部
会

委員会

連携

流域の

市民団体・

企業等

テーマ

※印旛沼学習とは、印旛沼流域に関係する歴
史・文化、自然環境、防災、まちづくり等あらゆ
る面への学習のことを示す。

印旛沼学習※を活発にします

共感を広げ、多様な主体
　　との連携・協働を推進します

取組を推進する仕組み・制度の
検討や調査・研究を推進します

湧水や地下水を保全・活用します

流域から入る水の汚れを減らします

川や沼における
　　水環境を保全・再生します

ふるさとの生き物をはぐくみます

流域全体で水害から
　　まちや交通機関を守ります

水辺を活かした
　　地域づくりを推進します

目標５
人が集い、人と共生す

る印旛沼・流域

目標２
遊び、泳げる
印旛沼・流域

目標３
ふるさとの生き物

はぐくむ印旛沼・流域

目標１
良質な飲み水の源

印旛沼・流域

目標４
水害に強い
印旛沼・流域

分野間の

取組を

支援するテーマ



【改定】「安曇野市水環境基本計画・同行動計画」の概要（H29年度 確認・公表）

計画対象地域（安曇野市全域）

計画名 安曇野市水環境基本計画・同行動計画
（H29.3策定、R4.3改定）

提出機関名 安曇野市 対象地域 安曇野市全域

メイン課題 水利用、湧水保全、地下水、貯留・涵養、教育・普及啓発

計画概要 「水は、次世代からの預かりもの」をコンセプトとして、水資源の保全・
強化・活用のための施策展開を図るためのもの。

計画の特徴
「地下水は市民共有の財産である」、「全市民が地下水保全・強化に努め、
健全な地下水環境を創出する」、「地下水資源を活用し、豊かな安曇野を
次世代に引き継ぐ」という基本理念（安曇野ルール）を具体化するため、
取組の全体像及び短期的・重点的に取り組む施策を取りまとめたもの。

【実施体制】 安曇野市水環境審議会

地方
公共
団体

都道府県 〇
政令指定都市 -

市区町村 〇
国の地方支分部局 ○

有識者 〇
事業者 〇

団体（NPOなど） 〇
住民 〇

その他（ ） -

【改定内容】これまでの取組結果や社会的情勢の変化を踏まえ、グリーンインフラの観点から地下水涵養に資する施設の検討、普及啓発
のため、水の魅力を発信する「水結（みずゆい）」制度等の施策を展開。

○進行管理の体制と方法○施策の体系

7

施策１：水を貯める・育てる施策

目標：地下水の減少傾向を食い止め強化 して次世代に引き継ぐ

施策２：水を上手に使う施策

目標：限りある地下水を適正に活用しながら次世代に 引き継ぐ

施策３：水を清らかなまま維持する施策

目標： 地下水を良質な水質のまま保全して次世代に引き継ぐ

施策４：水を大切に誇りに思える施策

目標：地下水を安曇野の大切な資源と理解して次世代に引き継ぐ

施策５：地下水保全・強化・活用を支援する社会システムの構築

目標： 取組を円滑に進めるための環境をつくる

施策６：推進のための体制づくり

目標： 持続的な取組とするための体制をつくる

施
策
の
実
現
に

向
け
た
環
境
づ
く
り

水
資
源
の
保
全
・
強
化
・

活
用
の
た
め
の
施
策


